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讃
五
経
正
義
札
記
　
(
三
)

人
名
を
見
分
け
る
こ
と
の
難
き
こ
と

侠
書
の
引
用
範
囲
を
見
分
け
る
こ
と
の
難
き
こ
と
　
(
以
上
8
集
)

書
名
を
見
分
け
る
こ
と
の
難
き
こ
と

阪
刻
の
嘉
慶
本
と
道
光
重
刊
本

正
義
の
釈
音
例

正
義
の
『
史
記
』
評
価

(
以
上
9
集
)

(
以
上
本
集
)

(
以
下
次
集
)

5
　
正
義
の
釈
音
例

通
例
、
経
学
史
を
漢
唐
訓
話
の
学
、
宋
明
性
理
の
学
、
清
朝
考
証
の
学
に
三

区
分
し
て
お
り
、
周
知
の
よ
う
に
「
五
経
正
義
」
　
は
漢
唐
訓
話
の
学
の
集
大
成

に
位
置
す
る
。
そ
し
て
清
朝
考
証
学
は
、
宋
明
学
を
排
し
て
漠
代
の
学
問
に
帰

る
こ
と
を
標
梯
し
た
こ
と
か
ら
「
漢
学
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
漢
唐

訓
話
の
学
と
は
そ
の
実
質
が
大
い
に
異
な
る
。
と
り
わ
け
古
代
音
韻
学
の
知
見

野
間
　
文
史

の
有
無
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
明
の
陳
第
に
始
ま
る
音
韻
の
発
見
以
後
の

認
識
を
「
五
経
正
義
」
に
求
め
る
の
は
明
ら
か
に
不
当
で
は
あ
る
が
、
「
五
経

正
義
」
自
体
の
漢
字
「
音
」
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
薄
い
こ
と
も
ま
た
、
明

ら
か
な
事
実
で
あ
る
。

い
っ
た
い
漢
字
に
は
「
形
・
音
・
義
」
　
の
三
要
素
が
有
っ
て
、
字
書
の
歴
史

は
「
義
」
書
で
あ
る
『
爾
雅
』
が
先
ず
作
ら
れ
、
つ
い
で
「
形
」
書
で
あ
る
『
説

文
解
字
』
、
そ
し
て
「
音
」
書
の
作
成
は
最
も
後
れ
た
。
そ
し
て
「
五
経
正
義
」

は
あ
た
か
も
こ
の
字
書
の
歴
史
の
う
ち
の
第
三
段
階
ま
で
に
は
及
ん
で
い
な
い

か
の
よ
う
で
あ
る
。
次
頁
に
掲
げ
る
表
は
、
拙
著
『
五
経
正
義
の
研
究
-
そ
の

成
立
と
展
開
-
』
(
研
文
出
版
一
九
九
八
年
)
所
収
の
「
九
脛
琉
引
書
目
表
」

か
ら
、
小
学
書
の
項
目
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
九
経
琉
」
が
引
用
し
た

小
学
の
書
物
の
う
ち
、
純
然
た
る
「
音
」
書
は
晋
・
呂
靖
『
韻
集
』
の
み
で
あ

り
、
ま
た
反
切
を
表
記
し
た
梁
・
顧
野
王
『
玉
篇
』
の
引
用
が
絶
無
に
近
い
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
九
経
疏
」
　
の
基
と
な
っ
た
義
疏
が
作
ら
れ
た
六
朝
時
代
は
、
同
時

に
「
音
」
書
が
作
ら
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
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九
経
疏
所
引
「
小
学
書
」
表

方　 玉　 纂　 通　 廣　 押　 韻　 勒　 急　 小　 埠　 三　 蒼　 蒼　 字　 字　 説　 爾
言　 篇　 要　 俗　 雅　 名　 集　 學　 就　 爾　 蒼　 蒼　 講　 話　 林　 書　 文　 雅

文　　　　　　 篇　 篇　 雅　　　　 解　 篇　　　　 解
詰　　　　　　 字

1　　　　　　　　　　　　　 1　　　 2　　 7 易

3　　　　　　　 4　 5　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　 40　380 立
田

11　　　　 2　 9 10　　　　　　　 5　 1　 2　 3　　　 1　 2　日6 10 1_ 詩

4　　　　　　 10 12 1　　　　　 3　　　　　　　 1　 8　　　 22　213 記

29　　　　　 2 12 14 1　　　 4　　　　　　　　　 1　　　 9 133　382 左

7　　　 3　　　 9　　　　　　　 4　 2　　　　　　　 3　　　　　 9 172 周

1　　　　　　　　　　　　　 ・4　 76 儀

2　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　 -̀1　 59 公

1　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　 3　　 6 穀

研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
ま
た
隋
代
に
編
纂
さ
れ
た
陸
法
言
『
切
韻
』
も
、
「
音
」

書
の
歴
史
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
文
献
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
生
ま
れ
た
　
「
九
経
疏
」
　
が
漢
字
　
「
音
」
　
へ
の
関
心
に
乏
し
い
と
い
う
事
実
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「
九
経
疏
」
は
名
物
訓
話
の
書
と
⊥

て
二
音
」
書
に
そ
の
役
割
を
任
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
「
九
経
疏
」
中
に
も
、
実
は
わ
ず
か
な
が
ら
漢
字
「
普
」
に
つ
い

て
言
及
し
た
箇
所
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
否
、

わ
ず
か
で
あ
る
が
故
に
、
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
た
だ
筆
者
は
ま
こ
と

に
遺
憾
な
が
ら
音
韻
学
の
素
養
に
乏
し
く
∴
克
ら
「
九
経
疏
」
の
釈
音
例
の

意
義
・
価
値
・
位
置
等
を
解
明
す
る
能
力
に
欠
け
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、

以
下
「
九
経
疏
」
　
の
釈
音
例
を
紹
介
も
て
資
料
を
提
供
す
る
こ
上
に
よ
り
、
読

者
諸
賢
の
ご
教
示
を
願
う
次
第
で
あ
る
「

な
お
、
引
用
文
は
阪
本
の
体
裁
に
ほ
ぼ
従
い
、
『
経
典
繹
文
』
を
注
文
の
後

の
○
印
以
下
に
附
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
周
易
正
義
』
は
完
全
な
意
味
で
の
「
附

釈
音
本
」
　
で
は
な
い
の
で
、
全
巻
未
に
附
さ
れ
た
『
稗
文
』
を
抜
粋
し
、
他
の

「
附
釈
昔
本
」
の
形
式
に
合
わ
せ
て
挿
入
し
た
。
え
た
反
切
の
表
記
法
は
、
小

字
双
行
が
本
来
の
形
式
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
傍
線
を
施
す
こ
と
で
代
用
し
て

い
る
。
引
用
の
正
義
の
文
章
は
院
元
校
勘
記
等
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
も
有
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ち
い
ち
言
及
し
な
幸
。
参
考
と
し
て
『
玉
篇
』
(
澤

存
堂
本
)
　
と
『
虜
韻
』
　
(
重
文
印
書
館
影
印
の
周
祖
譲
校
正
澤
存
生
木
)
　
を
引
用
す

る
場
合
が
有
る
。

先
ず
は
『
春
秋
左
侍
正
義
』
　
の
三
例
か
ら
紹
介
し
た
い
。
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①
春
秋
左
侍
正
義
巻
八
・
荘
公
親
牛

す
な
わ
ち
陳
代
末
に
作
成
さ
れ
た
陸
徳
明
『
経
典
繹
文
』
は
、
経
書
の
「
音
」
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【
停
】
王
遂
行
、
卒
於
楠
木
之
下
。

【
注
】
楠
木
木
名
。
○
捕
城
画
房
。
又
刻
嘲
可
又
邱
元
感
。

【
疏
】
注
楠
木
木
名
○
正
義
日
、
此
字
之
音
、
或
鳥
蔓
、
或
岳
朗
。
若
以
前
烏

啓
、
昔
作
塁
。
以
南
烏
啓
、
首
作
朗
。
字
髄
難
定
、
故
両
島
之
音
。
杜
直

云
「
木
名
」
、
不
知
木
何
所
似
。
木
有
似
稔
者
、
俗
呼
烏
朗
稔
、
蓋
鵠
朗
也
。

ま

ん

　

　

　

　

　

ろ

う

　

　

　

　

ま

ん

こ
の
字
の
発
音
は
、
「
曇
」
、
あ
る
い
は
「
朗
」
。
も
し
　
「
箭
」
を
声
符

m
ツ
よ
.
フ

と
す
る
な
ら
「
塁
」
、
「
両
」
を
声
符
と
す
る
な
ら
「
朗
」
と
す
べ
き

で
あ
る
。
字
体
が
定
め
難
い
の
で
、
ふ
た
つ
の
音
を
示
す
。

杜
預
は
た
だ
「
木
名
」
と
い
う
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
木
が
何
に
似
て

ろ
う
ゆ

い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
稔
に
似
た
木
が
あ
っ
て
、
民
間
で
朗
稔
と

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
た
ぶ
ん
「
朗
」
で
あ
ろ
う
。
(
0
8
.
0
等
)

こ
の
例
で
は
、
「
楠
」
字
に
　
「
璧
」
　
「
朗
」
　
二
つ
の
音
が
有
る
こ
と
を
述
べ

た
う
え
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
は
決
め
か
ね
る
と
し
た
の
ち
、
最
終
的
に
は
後

者
を
妥
当
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
繹
文
』
で
は
三
音
を
示
し
て
お

り
、
ま
た
『
玉
篇
』
で
は
「
楠
、
武
官
・
莫
昆
二
切
。
木
名
。
左
侍
又
音
朗
」

と
あ
り
、
『
廣
韻
』
[
上
平
元
第
二
十
二
]
　
で
は
「
楠
、
松
心
。
叉
木
名
也
。

武
元
切
。
又
莫
昆
切
」
　
と
あ
る
。

さ
て
右
の
①
の
例
で
は
、
同
音
の
他
の
文
字
で
音
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
釈
音
法
は
、
漠
代
以
来
の
「
注
」
釈
書
に
見
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
こ
の
よ
う
な
例
は
挙
げ
な
い
。
以
下
の
②
に
取
り
挙

げ
る
の
は
、
六
朝
時
代
に
考
案
さ
れ
た
「
反
切
法
」
を
用
い
て
正
義
が
音
を
表

記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
際
、
正
義
中
に
『
経
典
繹
文
』
や
後

人
の
注
記
等
の
反
切
が
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
も
、
常
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②
春
秋
正
義
巻
十
七
・
倍
公
三
十
年

【
侍
】
′
冬
、
王
使
周
公
関
東
碑
。
饗
有
昌
歓
白
黒
形
墾

【
注
】
昌
歓
昌
滞
葱
。
白
熊
括
。
黒
煎
黍
。
形
堕
壁
形
象
虎
。
○
閲
音
悦
。
歓

胡
感
房
。
葱
荘
居
反
。
放
括
五
刀
反
。

【
疏
】
注
昌
欺
至
象
虎
○
正
義
日
、
「
昌
歓
」
饗
之
所
設
、
必
是
藻
豆
之
安
。

周
蔵
酷
人
「
朝
事
之
豆
、
其
賓
有
昌
本
奥
轢
」
。
鄭
玄
云
「
昌
本
昌
蒲
根
。

切
之
四
寸
烏
荘
」
。
彼
昌
本
可
以
鳥
在
、
知
此
「
昌
歌
」
即
是
昌
蒲
直
也
。

賓
有
椰
歌
、
魯
有
公
甫
歎
。
其
剖
珂
矧
。
説
文
云
「
歌
盛
気
怒
也
。
従
欠

萄
啓
」
。
此
昌
歌
之
音
、
柑
博
岳
瑠
璃
団
。
不
知
其
字
輿
彼
烏
同
島
異
。

編
桧
書
侍
、
昌
蒲
之
草
、
無
此
別
名
。
未
知
其
所
由
也
。
(
】
ヅ
宗
b
)

こ
の
例
で
正
義
は
、
「
こ
の
昌
歌
の
歌
の
音
は
、
こ
れ
ま
.
で
在
感
の
反
だ
と
伝

承
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
字
が
『
説
文
』
の
字
と
同
じ
で
計
る
の
か
異
な

る
の
か
は
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
て
・
い
る
か
ら
、
そ
の
反
切
の
説
明
は
『
繹
文
』

と
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に
『
繹
文
』
　
の
寛
人
で
は
な
い
。
・

ち
な
み
に
『
玉
篇
』
で
は
「
歓
、
・
尺
燭
切
。
怒
気
也
」
と
あ
り
、
『
廣
韻
』

[
上
声
感
第
四
十
八
]
　
で
は
　
「
歌
、
昌
滞
葱
。
狙
感
切
」
、
[
入
声
燭
第
三
]

で
は
「
歓
、
尺
玉
切
。
怒
気
、
又
人
名
。
賓
宣
王
時
有
高
士
顔
歓
。
或
作
用
」

と
あ
る
。

ま
た
次
の
③
の
例
は
、
「
四
声
」
　
に
よ
っ
て
字
音
を
示
し
、
文
字
の
解
釈
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
四
声
」
も
ま
た
六
朝
時
代
に
考
案
さ
れ
た
表
音

法
で
あ
っ
た
。
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③
春
秋
左
侍
正
義
審
九
・
荘
公
十
八
年

【
博
】
王
命
諸
侯
、
名
位
不
同
、
蔵
亦
異
数
、
不
以
稽
偶
人
。

【
注
】
侯
而
輿
公
同
賜
、
是
借
人
種
。
〇
倍
刊
嘲
壇

【
疏
】
注
侯
而
至
人
種
○
正
義
日
、
歌
君
不
知
何
爵
。
稀
公
謂
鳥
三
公
也
。
周

稽
王
之
三
公
八
命
、
侯
伯
七
命
、
是
其
「
名
位
不
同
」
也
。
其
種
各
以
命

数
鳥
節
、
是
「
碓
亦
異
数
」
也
。
今
「
侯
而
輿
公
同
賜
、
是
倍
人
種
」
也
。

慣
・
倍
同
義
。
取
者
偶
鳥
劃
矧
、
倍
鳥
刃
l
到
。
輿
者
偏
・
倍
皆
鳥
割
判
。

我
君
が
何
の
爵
位
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
「
公
」
　
と
称
す
る
の
は

三
公
だ
と
い
う
こ
と
。
《
周
稽
(
典
命
)
》
　
で
は
王
の
三
公
は
八
命
、
侯

伯
は
七
命
で
あ
る
。
つ
ま
り
　
「
名
位
同
じ
か
ら
ず
」
　
で
あ
る
。
そ
の
礼

は
各
々
命
数
を
節
目
と
す
る
。
つ
ま
り
　
「
礼
も
亦
た
数
を
異
に
す
」
　
る

の
で
あ
る
。
今
　
「
侯
に
し
て
公
と
賜
を
同
じ
く
す
る
は
、
走
れ
人
に
礼

を
倍
す
」
　
こ
と
で
あ
る
。

「
仮
」
・
「
倍
」
　
は
同
義
。
取
る
　
〔
か
る
の
意
味
〕
　
場
合
は
、
「
仮
」
　
は
上

声
、
「
倍
」
は
入
声
、
与
え
る
〔
か
す
の
意
味
〕
場
合
は
、
「
仮
」
・
「
借
」

と
も
に
去
声
で
あ
る
。
(
O
や
ー
旨
)

「
か
す
」
　
と
　
「
か
り
る
」
　
と
を
、
同
じ
　
「
仮
」
・
「
借
」
字
を
用
い
な
が
ら
、

声
調
に
よ
っ
て
区
別
し
た
こ
と
の
指
摘
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
廣
韻
』
の
　
[
上

声
馬
第
三
十
五
]
.
で
は
「
偶
、
古
疋
切
。
且
也
。
倍
也
。
非
眞
也
。
…
…
」
、

[
去
声
稿
第
四
十
]
　
で
は
　
「
偶
、
古
訝
切
。
倍
也
。
至
也
。
易
也
。
休
暇
也
。

又
古
雅
切
」
、
「
借
、
之
夜
切
。
暇
倍
。
又
牌
昔
切
」
、
ま
た
　
[
入
声
昔
第
二
十

二
]
　
で
は
　
「
借
、
資
賜
切
。
偶
倍
也
。
又
資
夜
切
」
と
あ
る
。

○

以
上
『
春
秋
正
義
』
か
ら
②
の
　
「
反
切
法
」
を
用
い
た
釈
音
例
、
③
の
　
「
四

声
」
に
よ
っ
て
声
調
を
示
し
た
例
を
紹
介
し
た
。
以
下
、
「
九
脛
琉
」
中
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
反
切
・
四
声
の
順
で
あ
る
。

④
周
易
正
義
巻
四
・
成

【
経
】
象
日
、
成
其
輔
頬
舌
、
腫
口
頬
也
。

【
注
】
輸
煩
舌
者
、
所
以
鳥
語
之
具
也
。
成
其
輔
煩
舌
、
則
膿
口
頬
也
。
憧
憧

往
来
、
猶
末
光
大
。
況
在
膿
口
薄
可
知
也
。
○
膝
等
房
。
達
也
。
九
家
作

乗
。
虞
作
腰
。
鄭
云
送
也
。

【
疏
】
正
義
日
、
「
膝
口
頬
也
」
者
、
蕃
説
字
作
「
膝
」
喝
団
扇
。
膝
競
輿
也
。

所
競
者
口
煩
復
心
安
、
故
云
　
「
膝
口
頬
也
」
。
鄭
玄
又
作
腰
、
燈
送
也
。

成
道
極
薄
、
徒
送
口
舌
、
言
語
相
感
而
巳
。
不
復
有
志
於
其
聞
。
王
注
義

得
両
通
。
未
知
誰
同
其
旨
也
。
(
〇
千
〇
旨
・
宝
a
)

こ
の
例
で
は
、
正
義
の
反
切
が
『
繹
文
』
と
一
致
す
る
こ
と
も
あ
り
、
寛
人

の
可
能
性
を
残
す
。

⑤
周
易
正
義
巻
四
・
音

【
超
】
象
日
、
明
出
地
上
菅
。
君
子
以
自
昭
明
徐
。

【
注
】
　
以
順
著
明
日
額
之
道
。

【
疏
】
象
日
至
以
昭
明
徳
○
正
義
日
、
…
…
案
王
注
此
云
「
以
順
著
明
日
額
之

道
」
、
又
此
卦
輿
明
夷
正
反
。
明
夷
象
云
　
「
君
子
以
荏
衆
、
用
晦
而
明
」
。

王
注
彼
云
　
「
荏
衆
顕
明
蔽
偽
、
百
姓
蔵
明
於
内
、
乃
得
明
也
」
。
準
此
二

228



讃五脛正義札記(三)(野間)

注
、
明
王
之
注
意
、
以
此
烏
日
額
明
徳
。
昭
字
宜
烏
「
昭
」
刻
劃
風
。
周

氏
等
烏
　
「
照
」
　
之
召
反
、
非
注
旨
也
。
(
〇
千
〓
b
こ
い
a
)

こ
の
例
で
は
、
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
『
繹
文
』
は
無
い
か
ら
、
少
な
く
と

も
『
繹
文
』
の
立
入
で
は
な
い
。
た
だ
後
世
の
注
記
の
誤
人
の
可
能
性
も
有
る

だ
ろ
う
。

⑥
周
易
正
義
巻
四
・
解

【
経
】
炊
下
震
上
、
解
、
利
西
南
。

【
注
】
西
南
衆
也
。
解
難
滑
除
、
利
施
於
衆
。
亦
不
不
因
干
東
北
、
故
不
言
不

利
東
北
也
。
○
解
剖
琴
序
卦
云
緩
也
。
震
宮
二
世
卦
。
解
之
篤
義
笥
蟹
。

下
以
解
来
復
同
。

【
疏
】
正
義
日
、
解
者
卦
名
也
。
然
解
有
雨
音
。
一
昔
剖
団
扇
。
一
昔
瑚
珂
回
。

解
謂
解
難
之
初
。
解
謂
既
解
之
後
。
象
稀
「
動
而
免
乎
険
」
、
明
非
救
難

之
時
。
故
先
儒
皆
諸
島
解
。
(
〇
千
N
旨
)

こ
の
例
で
は
、
明
ら
か
に
正
義
の
本
文
で
反
切
を
用
い
て
い
る
し
、
『
繹
文
』

の
表
現
と
も
異
な
る
。
ち
な
み
に
『
玉
篇
』
で
は
「
解
、
語
買
、
居
買
二
切
。

緩
也
。
繹
也
。
説
也
。
散
也
。
又
語
僻
切
。
接
巾
也
。
又
古
除
切
。
署
也
」
と

あ
り
、
『
廣
韻
』
[
上
声
骸
第
十
三
]
　
に
　
「
解
、
胡
買
切
。
噴
也
。
…
…
又
佳

買
切
、
古
買
二
切
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
種
類
以
上
の
発
音
の
有
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑦
周
易
正
義
巻
五
・
井

【
控
】
上
九
、
井
牧
勿
幕
、
有
字
元
吉
。

【
注
】
虞
井
上
極
、
水
巳
出
井
。
井
功
大
成
、
在
此
文
臭
。
故
臼
井
牧
也
。
章

下
仰
之
以
済
、
淵
泉
由
之
以
通
者
也
。
幕
猶
覆
也
。
不
檀
共
有
、
不
私
共
利
、

則
物
掃
之
、
往
元
窮
臭
。
故
日
勿
幕
、
有
字
元
吉
也
。
○
井
牧
徐
璋
珂
邱
。

又
如
字
。
馬
云
汲
也
。
陸
云
井
幹
也
。
筍
作
贅
。

【
琉
】
正
義
日
、
「
牧
」
司
印
刷
。
凡
物
可
収
成
者
、
則
謂
之
牧
。
如
五
穀
之

有
牧
也
。
上
六
虜
井
之
極
、
水
巳
出
井
、
井
功
大
成
者
也
。
故
日
「
井
牧
」

也
。
(
O
P
G
a
)

⑧
尚
書
正
義
巻
五
・
益
稜

【
控
】
　
予
乗
四
載
、
樋
山
刊
木
。

【
侍
】
所
載
者
四
、
謂
水
乗
舟
、
陸
乗
車
、
泥
乗
蛸
、
山
乗
楔
。
随
行
九
州
之

山
林
刊
、
桂
其
木
、
開
通
道
路
、
以
治
水
也
。
○
乗
音
縄
。
刊
苦
安
反
。
楯

丑
倫
反
。
漢
書
作
権
。
如
淳
剖
破
。
以
板
置
泥
上
。
服
虔
云
、
木
橋
形
如
木

箕
、
樋
行
泥
上
。
戸
子
云
、
澤
行
来
薙
。
薙
音
粛
感
房
。
棋
力
追
反
。
史
記

作
橋
。
徐
音
丘
造
反
。
漢
書
作
栂
。
現
職
房
。
行
下
孟
反
。
樟
士
雅
反
。
下

同
。
説
文
云
表
祈
。
又
荘
下
反
。

【
琉
】
停
所
載
至
治
水
○
正
義
日
、
史
記
河
渠
書
云
「
夏
書
目
、
両
津
洪
水
十

三
年
、
三
過
家
不
入
門
。
陸
行
載
車
、
水
行
戟
舟
、
泥
行
路
隠
剖
刻
、
山

行
即
橋
田
瑚
風
」
。
徐
廣
日
「
橋
一
作
草
刈
司
回
。
章
直
輯
車
也
。
戸
子

云
、
山
行
乗
棟
、
泥
行
来
薙
刊
嘲
回
」
。
漢
書
溝
池
志
云
「
泥
行
来
轟
、

山
行
則
拇
嘲
嘲
粛
」
。
轟
形
如
箕
、
樋
行
泥
上
。
如
淳
云
「
轟
謂
以
板
置

泥
上
以
通
行
路
也
。
惧
子
云
、
鳥
轟
者
患
塗
之
泥
也
」
。
應
勧
云
「
桐
或

作
操
。
鳥
人
所
牽
引
也
」
。
如
淳
云
「
栂
謂
以
銭
如
錐
頭
長
半
寸
、
施
之
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履
下
。
以
上
山
不
踵
鉄
也
」
。
葺
昭
云
「
拐
木
器
也
。
如
今
墾
妹
、
人
撃

以
行
也
」
。
此
経
惟
言
「
四
載
」
、
博
吉
「
所
載
者
四
」
、
同
彼
史
記
之
説
。

古
書
戸
子
・
惧
子
之
徒
有
此
言
也
。
(
O
u
・
〇
旨
)

こ
の
例
は
『
史
記
』
と
そ
の
注
、
そ
し
て
『
漢
書
』
と
そ
の
注
を
引
用
し
た

箇
所
に
施
さ
れ
た
反
切
な
の
で
、
参
考
ま
で
に
、
劉
宋
・
襲
騨
『
史
記
集
解
』

と
唐
・
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
、
つ
い
で
唐
・
顔
師
古
『
漢
書
注
』
の
二
条
を

挙
げ
て
お
こ
う
。

[
集
解
]
徐
廣
日
「
橋
、
増
載
扇
。
一
作
樺
。
樺
直
様
車
也
、
青
田
融
房
。
戸

子
日
『
山
行
乗
楳
』
。
音
力
追
反
。
又
日
『
行
塗
以
楯
、
行
除
以
根
、

行
沙
以
軌
』
。
又
日
『
乗
風
車
』
。
音
去
喬
反
」
。

[
索
隠
]
轟
字
亦
作
「
植
」
、
同
音
昌
丙
反
。
注
以
根
、
子
.
丙
反
、
又
召
感
嘩

興
産
音
同

・
孟
康
日
　
「
轟
形
如
箕
、
樋
行
泥
上
」
。
如
淳
日
　
「
轟
音
茅
羅
之
薙
。
謂
以
板

置
泥
上
以
通
行
路
也
」
。
師
古
日
　
「
孟
説
是
也
。
轟
讃
如
本
字
」
。

・
如
淳
日
「
桐
謂
以
銭
如
錐
頭
、
長
半
寸
、
施
之
履
下
、
以
上
山
、
不
庄
鉄
也
」
。

葺
昭
日
「
拇
木
登
如
今
輿
休
、
人
學
以
行
也
」
。
師
古
日
「
如
説
是

也
。
桐
音
感
壇
房
。
」

徐
虜
の
釈
音
の
表
記
が
、
正
義
所
引
と
『
集
解
』
所
引
と
で
は
異
な
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。

⑨
尚
書
正
義
巻
六
・
商
貢

【
経
】
北
過
降
水
、
至
干
大
陸
。

【
侍
】
降
水
水
名
。
入
河
。
大
陸
渾
名
。
○
降
如
字
。
鄭
啓
叫
可

【
疏
】
侍
降
水
至
渾
名
○
正
義
日
、
地
理
志
云
「
降
水
在
信
都
鯨
」
。
案
班
固

漢
書
以
襲
國
篤
信
都
、
在
大
陸
之
内
。
或
降
水
車
源
在
此
、
下
尾
至
今
之

信
都
。
・
故
得
先
過
降
水
乃
至
大
陸
。
若
其
不
爾
、
則
降
水
不
可
知
也
。
l
鄭

以
「
降
」
讃
烏
「
降
」
¶
周
回
。
「
響
輪
島
共
。
河
内
共
鯖
、
洪
水
出
焉
。

東
至
貌
郡
黎
陽
顧
入
河
。
北
近
降
水
也
。
周
時
國
於
此
地
者
、
悪
言
降
水
、

改
謂
之
共
」
。
此
鄭
胃
臆
、
不
可
従
也
。
(
〇
?
N
等
)

地
理
志
に
、
「
降
水
は
信
都
県
に
あ
る
」
　
と
見
え
る
が
、
班
国
の
漢
書

で
は
、
粟
国
を
信
都
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
陸
よ
り
も
南
に
位
す

る
。
あ
る
い
は
降
水
は
源
を
こ
こ
か
ら
発
し
て
、
.
し
づ
ぽ
が
現
在
の
信

都
に
達
す
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
こ
で
さ
き
に
「
降
水
を
過
ぎ
て
」
　
か

ら
、
「
大
陸
に
至
る
」
　
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
・
そ
う
で
も

な
い
と
、
降
水
は
わ
か
ら
な
く
な
る
。
鄭
玄
は
「
降
」
を
降
刊
回
田
と

読
み
、
「
音
が
変
化
し
て
共
と
な
る
。
河
内
郡
の
共
県
は
、
洪
水
が
発

し
、
東
流
し
て
貌
郡
黎
陽
県
に
至
っ
て
黄
河
に
注
ぐ
。
こ
れ
が
降
水
ら

し
い
。
周
代
に
こ
の
土
地
に
国
を
た
て
た
も
の
が
、
降
参
の
川
と
い
う

の
を
き
ら
つ
て
、
共
と
改
称
し
た
の
だ
」
　
と
す
る
が
、
こ
れ
は
鄭
の
臆

説
で
、
従
い
か
ね
る
。
(
吉
川
幸
次
郎
訳
　
全
集
本
第
八
巻
　
四
三
〇
頁
)

こ
の
例
も
⑧
と
同
様
、
鄭
玄
の
釈
音
の
表
記
が
、
正
義
所
引
と
『
繹
文
』
所

引
と
で
は
異
な
る
。
ち
な
み
に
吉
川
訳
の
脚
注
に
は
、
「
下
江
反
は
降
の
字
の

発
音
を
示
し
、
所
謂
「
反
切
」
と
い
う
記
音
で
あ
る
。
下
江
反
に
読
め
ば
、
・
降
は

降
服
の
意
味
に
な
る
。
」
　
と
あ
る
。
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⑩
毛
詩
正
義
巻
二
之
一
・
燕
燕

【
繹
】
燕
燕
干
飛
、
差
池
其
羽
。

【
毛
侍
】
燕
燕
舷
也
。
燕
之
干
飛
、
必
差
池
其
羽
。

【
箋
云
】
差
池
其
羽
、
謂
張
許
其
尾
翼
。
興
戴
娯
将
掃
、
顧
視
其
衣
服
。
○
差

楚
佳
反
。
又
楚
宜
反
。
池
如
字
。
助
音
乙
。
本
又
作
乙
。
郭
戯
域
房
。

【
疏
】
侍
燕
燕
舷
○
正
義
日
、
繹
鳥
「
嶺
周
燕
燕
能
」
。
孫
炎
日
「
別
三
名
」
。

舎
人
日
「
嶺
周
名
燕
燕
、
又
名
助
」
。
郭
瑛
日
二
名
玄
鳥
。
賓
人
呼
幾
」
。

此
燕
燕
即
今
之
燕
也
。
古
人
重
言
之
。
漢
書
「
童
話
云
燕
燕
尾
挺
挺
」
是

也
。
「
乾
」
　
「
乙
」
字
異
音
義
同
。
郭
氏
一
昔
用
例
反
l
。
(
O
P
〓
旨
)

こ
こ
に
い
う
「
郭
氏
」
と
は
も
ち
ろ
ん
『
爾
雅
注
』
の
作
者
郭
瑛
で
あ
る
が
、

こ
の
釈
音
は
『
爾
雅
注
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
彼
の
別
の
著
作
『
爾
雅
音
』

(
『
隋
志
』
『
繹
文
叙
録
』
)
　
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
あ
る
い
は
『
繹
文
』
の
窺
人

で
あ
ろ
う
か
。

・
「
僻
」
、
皆
同
作
辟
字
、
而
借
啓
烏
義
。
鄭
讃
辟
烏
避
、
故
岳
此
説
。

案
鵠
鶴
之
博
吉
　
「
寧
亡
二
子
」
、
則
毛
無
避
居
之
義
。
故
毛
讃
辟
鳥
辟
。

(
○
㌣
T
S
b
)

⑪
毛
詩
正
義
巻
八
之
一
・
七
月

【
小
序
】
七
月
陳
王
業
也
。
周
公
遭
攣
、
故
陳
后
棲
先
公
風
化
之
所
由
、
致
王

業
之
難
難
也
。

【
箋
】
周
公
遭
攣
者
、
管
察
流
言
、
辟
居
東
都
。
○
王
業
干
況
反
。
又
如
字
。
下
同
。

【
疏
】
箋
周
公
至
東
都
○
正
義
日
、
「
攣
」
者
改
常
之
名
。
周
公
欲
掠
、
管
察

毀
之
、
是
於
椿
事
欒
改
也
。
金
牌
云
「
管
叔
及
其
畢
弟
流
言
於
國
日
、
…

…
」
、
是
其
避
流
言
居
東
都
也
。
「
流
」
　
謂
水
流
造
作
虚
語
、
使
人
博
之
、

如
水
之
流
然
。
故
謂
之
流
言
。
・
彼
注
云
「
…
…
」
。
是
説
避
居
之
意
也
。

周
公
避
居
東
都
、
史
侍
更
無
其
事
。
古
着
「
避
」
・
「
辟
」
渕
瑚
凰
・
「
皆
」

ち
な
み
に
『
玉
篇
』
に
は
「
辟
、
脾
亦
切
。
法
也
。
理
也
。
歴
也
。
又
卑
益

切
。
君
也
」
、
『
廣
韻
』
　
[
入
声
昔
第
二
十
二
]
　
に
　
「
辟
、
房
益
切
。
便
辟
、
又

法
也
。
…
…
」
　
「
辟
、
爾
雅
、
皇
・
王
・
后
・
辟
、
君
也
。
・
亦
除
也
。
…
…
必

益
切
」
　
と
あ
る
。

⑩
毛
詩
正
義
巻
十
二
之
二
・
.
十
月
之
交

【
経
】
　
百
川
沸
騰
、
山
家
畢
崩
、
【
毛
侍
】
沸
出
、
騰
乗
也
。
山
頂
自
家
。

【
箋
云
】
翠
者
崔
嵐
。
百
川
沸
出
相
乗
陵
者
、
由
貴
小
人
也
。
山
頂
崔
蒐
者
、

崩
君
道
填
也
。
○
沸
甫
味
反
。
・
皐
啓
子
他
反
。
徐
子
綴
反
。
宜
依
爾
雅
音
。

粗
放
反
。
本
亦
作
卒
。
頂
丁
冷
反
。
・
崔
狙
回
反
。
.
爾
雅
作
屋
。
羽
嘲
房
。
由

五
回
反
。
爾
雅
作
儀
。
瑠
嘲
房
。

【
疏
】
博
山
頂
日
夏
至
箋
乗
陵
○
正
義
日
、
秤
山
云
「
山
頂
家
」
。
孫
炎
日
「
謂

山
巌
也
」
。
又
云
　
「
翠
者
屡
判
別
威
儀
詞
剖
扇
」
。
郭
瑛
日
「
謂
山
峯
頭

峻
岩
者
」
。
意
或
作
嵯
鞍
。
此
脛
作
翠
、
箋
作
崔
蒐
者
、
錐
字
則
爾
雅
小

異
、
義
賛
同
也
。
徐
遊
以
軍
司
叫
風
、
則
音
訓
烏
壷
。
於
時
雄
大
欒
異
、

不
應
天
下
山
頂
壷
皆
崩
也
。
故
鄭
依
爾
雅
鳥
説
。
「
百
川
沸
出
相
乗
陵
」

者
、
謂
衆
陰
盛
也
。
〇
P
P
O
訂
)
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こ
れ
は
『
爾
雅
』
と
そ
の
注
の
引
用
文
中
の
釈
音
で
あ
る
。
樺
山
「
畢
者
屡

儀
」
の
郭
瑛
注
に
は
「
謂
山
峰
頭
喰
巌
」
と
あ
り
、
そ
の
『
繹
文
』
は
「
軍
司
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叫
戯
。
厚
刊
瑚
切
。
儀
剖
慮
」
で
あ
る
。
ま
た
『
玉
篇
』
に
「
翠
・
才
律
切
。

峯
頭
峻
岳
也
」
　
「
塵
、
是
規
切
。
屡
儀
也
。
儀
、
牛
奇
切
。
.
屡
儀
也
」
と
あ
り
、

『
廣
韻
』
[
入
声
術
第
六
]
　
に
「
翠
、
山
高
。
慈
邱
切
」
、
[
上
平
支
第
五
]
　
に

「
屡
、
塵
儀
、
山
嵐
状
。
妨
規
切
」
　
「
儀
、
魚
島
切
。
屋
儀
」
　
と
あ
る
。

⑬
毛
詩
正
義
巻
十
八
之
二
・
雲
漢

【
経
】
早
既
太
甚
、
.
源
源
山
川
、
早
魅
残
虐
、
如
快
如
焚
、
我
心
悸
暑
、
憂
心

如
薫
、
【
毛
博
】
源
源
辛
気
也
。
山
無
木
、
川
無
水
。
魅
早
神
也
。
快
僚
之

也
。
博
労
、
薫
灼
也
。

【
箋
云
】
悼
猶
畏
也
。
早
既
害
於
山
川
臭
。
其
気
生
魅
、
而
害
益
甚
。
草
木
煉

枯
、
如
見
焚
燦
然
。
王
心
又
畏
難
此
熱
気
、
.
如
灼
爛
於
火
。
言
熱
気
至
極
。

0
漱
徒
歴
反
。
魅
蒲
末
反
。
快
音
談
。
説
文
云
炎
燥
也
。
徐
音
炎
。
焚
本
又

作
契
、
同
。
扶
云
反
。
悼
毛
羽
喝
房
。
韓
詩
云
苦
也
。
鄭
喝
酎
「
邱
。
霧
本
又

作
燻
。
許
云
反
。
燦
力
校
反
。
又
力
照
反
。
燥
子
消
反
。
難
乃
旦
反
。

【
琉
】
箋
悌
猶
至
至
極
○
正
義
日
、
箋
以
暑
熱
人
之
所
畏
、
故
諸
島
悍
喝
』
感
。

「
悼
猶
畏
也
」
。
此
輿
上
章
同
。
言
早
事
而
先
軽
後
重
、
使
棺
棺
益
甚
、

故
至
於
此
章
、
言
害
及
山
川
、
又
生
魅
鬼
馬
加
増
於
前
、
故
箋
言
而
害
益

甚
。
(
-
㌣
N
上
等
)

こ
れ
は
『
漢
書
』
律
麻
志
を
引
用
し
た
文
章
中
に
見
え
る
反
切
で
あ
る
。
『
漢

書
』
で
は
「
無
」
字
を
「
私
」
字
に
作
り
、
そ
の
顔
師
古
住
に
「
練
音
羽
戯
感
」

と
い
う
。
正
義
の
反
切
は
顔
師
古
以
前
の
『
漢
書
』
注
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

⑱
春
秋
正
義
巻
l
・
序

【
序
】
故
史
之
所
記
、
必
未
年
以
首
事
。
年
有
四
時
、
故
錯
學
以
鳥
所
記
之
名
也
。

【
疏
】
故
史
至
名
也
○
…
…
漢
書
律
麻
志
日
「
春
姦
也
。
物
養
生
也
。
夏
暇
也
。

物
偶
大
也
。
秋
難
印
判
屈
也
。
物
難
敏
也
。
冬
終
也
。
物
終
蔵
之
也
」
。

是
解
四
時
異
名
之
義
也
。
(
〇
丁
〇
い
a
)

⑬
春
秋
正
義
巻
十
五
・
億
公
二
十
二
年

【
侍
】
先
王
之
明
徳
、
猶
無
不
難
也
、
無
不
健
也
。
況
我
小
國
平
。
君
其
無
謂

椰
小
、
法
壱
有
毒
。

【
琉
】
盗
董
有
毒
○
正
義
日
、
説
文
云
「
盗
飛
轟
賢
人
者
也
」
　
「
董
毒
姦
也
」
。

方
言
云
　
「
燕
趨
謂
途
烏
蟻
輸
。
其
小
者
謂
之
蟻
輸
」
。
通
俗
文
云
、
董
長

尾
謂
之
蠍
蠍
。
毒
傷
入
日
姐
嘲
列
国
。
字
或
作
蛍
。
(
-
竺
)
㌢
)

こ
こ
に
引
か
れ
た
『
通
俗
文
』
は
侠
書
で
あ
り
、
そ
の
引
用
は
ど
こ
ま
で
で

あ
ろ
う
か
。
前
稿
2
節
に
該
当
す
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
関
連
す
る
の

が
作
者
の
問
題
で
あ
る
。
一
応
『
隋
志
』
に
「
通
俗
文
一
巻
服
虔
撰
」
と
し
て

著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
作
者
が
服
虔
で
あ
る
こ
と
に
な
ん
の
問
題
も
無
い
か

の
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
『
顔
氏
家
訓
』
書
証
篇
に
す
で
に
そ
の
こ
と
が
疑

問
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
後
漢
時
代
の
服
虔
の
著
作
に
　
「
反
切
法
」
が
見

え
る
こ
と
を
如
何
に
解
す
る
か
、
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
〔
①
〕

近
刊
の
段
書
偉
『
通
俗
文
輯
校
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
・
中
州
文
献
叢
書
一
九
九
三
)

で
は
、
「
《
玄
應
音
義
》
、
《
慧
琳
音
義
》
皆
無
「
張
列
反
、
字
或
作
蛮
」
句
。
疑

非
《
通
俗
文
》
原
文
所
有
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
反
切
以
下
を

232
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正
義
の
文
章
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
玉
篇
』
に
は
「
姐
、
奴
昂
切
。
痛
也
。
志
也
」
、
ま
た
『
廣
韻
』

[
入
声
昂
第
十
二
]
　
に
は
「
姐
、
奴
る
切
。
志
蟹
」
と
見
え
る
。

⑯
春
秋
正
義
巻
四
十
八
・
昭
公
十
九
年

【
侍
】
及
老
、
託
於
紀
部
。
紡
焉
、
以
度
而
去
之
。

【
注
】
因
紡
姐
連
所
紡
、
以
度
城
而
蔵
之
、
以
待
外
攻
者
。
欲
以
報
権
。
○
紡

芳
往
反
。
度
待
洛
反
。
注
同
。
去
超
瑚
軍
装
松
之
注
貌
志
云
「
古
人
謂
蔵

鳥
去
」
。
案
今
闊
中
猶
有
此
音
。
姐
力
呉
反
。
麻
績
也
。

【
琉
】
及
老
至
去
之
○
正
義
日
、
「
紡
」
　
謂
紡
麻
作
姐
也
。
此
婦
人
以
麻
姐
度

城
高
下
、
令
長
輿
城
等
、
而
去
蔵
之
。
「
去
」
　
即
戒
也
。
字
書
「
去
」
　
作

「
弄
」
刻
国
威
、
謂
掌
物
也
。
今
関
西
仇
呼
烏
弄
。
東
人
困
剖
矧
封
、
剖

謝
。
(
念
l
U
U
a
)

『
廣
韻
』
[
上
声
語
第
八
]
　
に
は
「
弄
、
蔵
也
。
音
菖
」
と
見
え
る
。

⑰
春
秋
正
義
巻
五
十
・
昭
公
二
十
一
年

【
侍
】
小
者
不
確
。
【
注
】
究
細
不
満
。
○
究
他
彫
反
。

【
侍
】
大
者
不
楓
。
【
注
】
楓
横
大
不
入
。
○
楓
戸
化
反
。

【
疏
】
小
者
至
不
槻
○
正
義
日
、
言
小
不
至
宛
、
則
「
究
」
是
細
之
意
也
。
大

不
至
撒
、
則
「
撤
」
　
是
大
之
義
也
。
説
文
云
「
究
探
璋
極
也
」
。
由
細
故

能
極
於
深
、
是
宛
烏
「
細
不
満
」
。
謂
不
能
充
満
心
也
。
「
楓
」
啓
近
横
、

故
鳥
「
横
大
」
。
心
所
不
容
、
故
不
人
心
也
。
下
「
究
則
不
成
」
。
成
如

字
。
本
或
作
感
。
珂
嘲
劇
。
(
旨
.
c
N
b
)

【

停

】

…

…

【

注

】

…

…

【
侍
】
宛
則
不
成
【
注
】
不
充
満
人
心
○
嘲
珂
割
。
頑
強
璃
感
。
用
喧
嘩

『
院
元
校
勘
記
』
に
「
戸
暗
反
　
宋
本
此
三
字
側
注
」
と
い
う
が
、
「
正
宗

寺
本
」
で
は
小
字
双
行
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
の
伝
文
の
『
稗
文
』

が
寛
人
し
た
疑
い
掛
有
る
。

⑱
周
鵡
琉
巻
三
十
九
・
輸
入

【
脛
】
直
以
指
牙
、
牙
得
則
無
勢
両
国
。

【
注
】
得
謂
据
句
聖
内
相
應
也
。
鄭
司
農
云
、
染
椴
也
。
萄
人
言
椴
目
梨
。
玄

謂
染
讃
如
浬
。
従
木
熱
省
啓
○
染
創
瑚
房
。
依
注
音
浬
、
乃
結
反
。
李
一
音

素
結
反
。
侭
句
音
接
。
内
如
挽
反
㍗
椴
素
結
反
。

【
疏
】
注
得
謂
至
省
啓
○
秤
目
、
云
「
得
謂
偲
句
聖
内
相
應
也
」
者
、
以
柘
直

音
鳥
倍
、
以
牙
曲
者
烏
句
。
福
牙
維
有
促
句
、
至
於
聖
内
必
正
。
正
則
烏

得
。
得
則
若
無
柴
而
牢
固
也
。
先
鄭
讃
柴
島
危
梨
之
梁
。
故
更
樽
従
椴
也
。

後
好
調
輿
即
是
粗
鋼
紺
切
。
云
「
梨
讃
如
捏
」
、
謂
捏
物
於
孔
中
之
浬
。

又
解
染
字
、
以
共
用
木
島
築
、
故
従
木
也
。
云
「
熱
省
督
」
者
、
熱
者
去

下
火
、
取
上
輿
熱
烏
督
、
可
謂
上
智
下
形
、
故
云
「
省
啓
」
也
。
(
睾
】
汐
)

『
廣
韻
』
[
入
声
屑
第
十
六
]
　
に
は
「
梁
、
五
結
切
。
危
梁
」
と
あ
る
。

⑲
周
頑
疏
巻
四
十
一
・
梓
人

【
経
】
凡
攫
椚
接
等
之
類
、
必
深
其
爪
、
出
其
目
、
作
其
鱗
之
而
。

【
注
】
謂
筍
虞
之
獣
也
。
深
猶
蔵
也
。
作
猶
起
也
。
之
而
類
誌
也
。
○
攫
倶
縛
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反
.
-
琶
居
碧
反
。
李
又
九
夫
反
。
潤
色
界
反
。
劉
色
例
反
。
援
音
蓑
。
筆
書

軍
-
頬
細
・
許
偵
頭
忽
房
。
云
禿
也
。
劉
褒
扇
。
李
又
議
反
。
〓
日
割

融
.
邱
-
又
剖
感
。

【
疏
】
注
筍
虚
至
誠
也
○
繹
日
、
此
説
鐘
虞
。
云
「
之
獣
」
、
不
言
筍
。
鄭
言

筍
者
筍
虞
相
緒
之
物
、
故
連
言
之
耳
。
云
「
鱗
之
而
頼
頴
也
」
者
、
啓
讃

頴
字
以
融
測
扇
。
謂
起
其
頼
怨
。
劉
焙
以
岳
「
於
義
無
所
取
。
富
岳
類
題

笥
萄
讃
之
、
於
義
鳥
允
也
」
。
(
±
⊥
訂
)

こ
の
　
「
枯
罪
反
」
　
は
『
樺
文
』
並
び
に
『
廣
韻
』
[
上
声
混
第
二
十
二
　
の

「
頴
、
苦
本
切
。
禿
頭
。
又
口
没
切
」
　
と
も
異
な
る
表
音
で
あ
る
。

0
烏
債
公
作
主
也
○
解
云
、
烏
干
侶
反
。
(
】
い
⊥
)
告
)

右
の
⑳
は
注
記
の
誤
入
、
⑳
は
『
繹
文
』
が
露
人
し
た
疑
い
が
有
る
。

⑳
公
羊
疏
巻
四
・
桓
公
二
年

【
博
】
若
楚
王
之
妻
媚
、
無
時
焉
可
也
。

【
注
】
媚
妹
也
。
引
此
岳
喩
者
、
明
其
終
不
可
名
有
也
。
経
不
正
者
、
従
可
知

省
文
也
。
0
媚
司
鞘
。
妹
也
。

【
疏
】
若
楚
至
可
也
○
解
云
、
「
媚
」
音
刊
割
田
。
以
妹
烏
妻
、
終
無
可
時
、

似
若
器
従
今
主
之
名
、
地
取
便
鳥
己
有
、
亦
無
可
時
、
放
言
此
也
。
本
更

散
亡
、
難
可
推
接
、
未
知
此
君
名
琉
云
何
。
(
〇
千
〇
ざ
)

⑳
公
羊
疏
巻
十
三
・
文
公
二
年

【
樽
】
丁
丑
作
債
公
主
。
作
債
公
主
音
何
、
鳥
債
公
作
主
也
。

【
注
】
鳥
債
公
廟
作
主
也
。
主
状
正
方
、
穿
中
央
、
達
四
方
。
天
子
長
尺
三
寸
。

諸
侯
長
一
尺
。
○
鳥
債
公
廟
干
偽
反
。
下
蓋
烏
以
鳥
、
下
欲
鳥
、
同
。

【
疏
】
作
債
公
主
者
何
○
解
云
、
欲
言
是
稚
、
書
而
讃
之
、
欲
言
非
穂
。
稽
有

・
作
主
之
事
、
故
執
不
知
問
。

⑳
公
羊
疏
巻
十
九
・
嚢
公
十
年

【
停
】
夏
五
月
甲
午
、
遂
滅
幅
陽
。
○
信
者
域
。
又
嘘
頭
重
。

【
疏
】
遂
滅
幅
陽
○
解
云
、
左
氏
控
作
「
幅
」
字
、
音
刻
印
扇
。
一
昔
逼
近
之

逼
。
而
南
州
人
云
　
「
道
仇
有
幅
陽
之
類
、
如
遠
近
之
道
央
」
。
(
】
ヂ
ー
㌢
)

こ
の
例
は
、
疏
文
が
反
切
を
用
い
た
う
え
で
・
、
別
の
音
を
示
し
た
も
の
。
し

た
が
っ
て
『
繹
文
』
　
の
窺
入
で
は
な
い
。

⑳
公
羊
疏
巻
二
十
四
・
昭
公
二
十
五
年

【
停
】
敢
致
惧
干
従
者
。

【
注
】
授
精
也
。
謙
不
敢
斥
魯
侯
、
放
言
従
者
。
・
〇
千
従
才
用
反
。
注
及
下
皆

り
同
。
楯
苛
臓
。

【
疏
】
注
惧
楯
也
○
解
云
、
言
「
授
精
」
若
今
之
精
米
也
。
○
棋
姻
痢
扇
。
又

刻
叫
団
。
緒
羽
瑚
回
。
(
軍
c
邑

『
阪
元
校
勘
記
』
　
の
　
「
若
今
之
精
米
也
O
」
　
の
条
に
は
、
「
諸
本
同
。
按
此
○

昔
刑
。
下
載
授
精
字
音
切
、
亦
義
疏
之
言
」
非
繹
文
也
。
浦
鐙
云
、
巳
見
得
文
、

富
街
者
非
。
此
輿
繹
文
不
同
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
『
繹
文
』
の
露
人
で
は
な

い
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
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請五謹正義札記(三)(野間)

⑳
公
羊
疏
審
二
十
八
・
哀
公
十
四
年

【
侍
】
則
未
知
其
篤
是
輿
、
其
諸
君
子
欒
道
尭
舜
之
道
輿
。

【
注
】
作
侍
者
謙
、
不
敢
斥
夫
子
所
烏
作
意
也
。
尭
舜
宮
古
、
歴
象
日
月
星
辰
、

百
獣
率
舞
、
鳳
皇
爽
儀
。
春
秋
亦
以
三
次
春
、
上
法
天
文
、
四
時
具
、
然
后

鳥
年
。
以
敬
授
民
時
、
崇
揺
致
麟
、
乃
得
稀
太
平
。
道
同
者
相
稀
、
待
合
者

相
友
。
故
日
欒
道
東
舜
之
道
。
○
其
鳥
羽
備
感
。
注
所
烏
同
。
是
輿
音
飴
。

下
及
注
同
。

【
疏
】
則
未
至
是
輿
○
解
云
、
宿
昔
刊
倒
回
。
公
羊
子
謙
不
敢
斥
言
孔
子
作
春

秋
。
故
依
違
云
、
則
未
知
其
鳥
此
春
秋
可
以
撥
乱
世
而
作
之
輿
。
(
D
㍗
-
合
)

○

以
上
の
④
か
ら
⑳
ま
で
で
、
正
義
の
　
「
反
切
法
」
を
用
い
た
釈
字
の
例
を
紹

介
し
た
。
以
下
の
⑳
か
ら
⑳
ま
で
は
、
正
義
が
　
「
四
声
」
　
に
よ
っ
て
釈
字
し
た

例
で
あ
る
。
「
反
切
法
」
　
の
表
記
が
、
『
繹
文
』
そ
の
他
の
窺
人
の
疑
い
が
有

る
も
の
を
含
む
の
に
対
し
、
「
四
声
」
　
に
よ
る
釈
字
は
正
義
の
文
章
そ
の
も
の

で
あ
る
。

⑳
周
易
正
義
省
三
・
観

【
経
】
　
六
二
、
聞
観
、
利
女
貞
。

【
注
】
虞
在
於
内
、
無
所
望
見
。
鰻
性
柔
弱
、
従
順
而
巳
。
猶
有
應
焉
、
不
烏

全
豪
、
所
見
者
狭
、
故
日
閲
観
。
居
説
得
位
、
柔
順
寡
見
。
故
日
刊
女
貞
、

婦
人
之
道
也
。
虞
大
観
之
時
、
居
中
得
位
、
不
能
大
観
廣
望
、
閲
観
而
巳
。

誠
可
醜
也
。

【
疏
】
注
虞
在
於
内
至
誠
可
醜
也
○
正
義
日
、
「
猶
有
應
蔦
、
不
鳥
全
豪
」
者
、

六
二
以
柔
弱
在
内
、
猶
有
九
五
剛
陽
、
輿
之
鳥
應
、
則
烏
有
闘
病
、
不
鳥

全
豪
。
童
蒙
如
初
六
也
。
故
能
閲
而
外
観
。
此
　
「
童
観
」
　
「
閲
観
」
　
皆
讃

岳
剖
酬
也
。
(
宇
S
豆

⑳
周
易
正
義
替
玉
・
井

【
侍
】
衆
目
、
巽
平
水
而
上
水
井
。
【
注
】
音
學
上
之
上
。

【
疏
】
往
昔
學
上
之
上
○
正
義
日
、
嫌
諸
島
剖
刻
、
故
音
之
也
。
(
○
り
⊥
邑

⑳
春
秋
左
侍
正
義
巻
四
十
五
・
昭
公
十
一
年

【
侍
】
是
以
無
機
不
可
投
振

【
注
】
金
木
水
火
土
、
五
者
烏
物
用
久
、
則
必
有
敵
志
、
志
則
弄
捕
。
放
言
無

趣
。
趣
猶
救
助
也
。
不
可
投
振
、
猶
投
不
可
復
振
。
○
壷
欺
糞
反
。
敷
也
。

容
共
又
反
。
下
同
。
柿
木
又
作
酢
。
在
路
反
。
抵
趣
済
之
趣
。
注
同
。
振
之

憬
反
。
摘
以
専
反
。
救
本
亦
作
掠
。
音
救
。
不
可
復
振
扶
又
反
。
本
或
作
投
振
。

【
疏
】
正
義
日
、
趣
青
魚
之
』
刻
也
。
方
言
云
「
出
溺
烏
趣
」
。
趣
是
救
助
之

義
。
天
之
用
建
、
如
人
用
五
材
。
力
志
而
敵
、
敵
則
菓
之
。
是
以
無
救
助

之
者
。
趣
是
救
溺
之
名
、
遂
以
救
溺
烏
喩
也
。
不
可
沈
没
之
後
復
振
救
之
。

振
亦
救
也
。
言
楚
如
投
水
不
可
救
也
。
(
畠
⊥
浮
)

⑳
春
秋
左
侍
正
義
巻
四
十
七
・
昭
公
十
六
年

【
侍
】
　
厨
或
匂
奪
。
爾
有
利
市
費
賄
、
我
勿
輿
知
。
・
=
…

【
注
】
萎
法
也
○
母
音
無
。
下
同
。
匂
古
書
反
。
又
姑
未
反
。
乞
也
。
賄
呼
罪

反
。
或
作
貨
。
輿
昔
預
。
…
…

【
琉
】
母
成
句
奪
○
正
義
日
、
六
年
倖
稲
「
楚
公
子
凛
疾
之
過
鄭
也
、
不
強
匂
」
、

則
匂
是
乞
也
。
乞
則
可
也
。
唯
不
得
強
耳
。
此
言
　
「
冊
或
匂
奪
」
、
亦
謂

不
得
強
匂
乞
奪
取
也
。
乞
之
輿
乞
一
字
也
。
取
則
刈
刻
、
輿
則
剖
剖
也
。

此
匂
亦
有
取
輿
。
此
侍
言
匂
謂
取
也
。
詔
書
稀
　
「
租
調
匂
民
」
　
謂
輿
民
。

235



2000東洋古典學研究　第10集

(
S
⊥
苫
)

⑳
周
稽
注
疏
巻
十
五
・
遂
人

【
侍
】
大
喪
、
帥
六
遂
之
役
而
致
之
、
掌
其
政
令
。
及
葬
帥
而
展
六
絆
、
及
窒

陳
役
。

【
注
】
致
役
致
於
司
徒
給
墓
上
事
及
蕊
也
。
…
…
超
記
謂
之
封
、
春
秋
謂
之
堀
。

皆
葬
下
棺
也
。
智
相
似
。
○
届
書
燭
。
綽
音
弗
。
畠
劉
昌
絹
反
。
穿
也
。
本

作
空
。
…
…
朝
直
造
反
。
之
封
彼
験
反
。
或
如
字
。
塙
補
郡
反
。

【
疏
】
注
致
役
至
相
似
○
繹
日
、
…
…
云
「
確
記
謂
之
封
」
者
、
接
檀
弓
云
「
庶

人
醇
棺
而
封
」
及
喪
大
記
「
下
棺
亦
云
封
」
是
也
。
春
秋
謂
之
堀
者
、
左

氏
葬
鄭
簡
公
、
有
司
墓
之
重
富
道
毀
之
、
則
朝
而
堀
是
也
。
窒
・
堀
・
封

三
者
、
字
錐
不
同
、
皆
是
下
棺
也
。
云
「
啓
相
似
」
者
、
窒
・
封
・
堀
皆

以
剖
到
言
之
。
故
云
「
智
相
似
」
也
。
〇
り
⊥
苫
)

⑳
儀
祀
注
疏
巻
二
十
八
・
喪
服

【
琉
】
喪
服
第
十
一
〇
案
鄭
目
録
云
…
…
○
秤
目
、
…
…
春
秋
左
氏
博
、
魯
昭

公
出
居
乾
侯
、
賓
侯
暗
公
於
野
井
。
公
日
喪
人
其
何
稀
。
是
喪
菓
亡
之
辞
。

棄
於
此
存
於
彼
、
是
孝
子
不
忍
言
父
母
精
神
丞
漸
、
維
粟
於
比
、
猶
存
於

彼
。
以
此
鄭
義
言
之
、
其
喪
字
剖
矧
讃
之
。
人
或
以
判
酬
讃
之
者
、
錐
不

興
同
、
義
亦
通
也
。
(
い
∞
.
〇
旨
「

た
だ
し
『
春
秋
正
義
』
の
場
合
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
毛
詩
正
義
』
で
は
『
通
俗
文
』

を
服
虔
の
著
述
と
見
な
し
て
い
る
。
「
大
雅
・
行
葦
」
(
-
ナ
山
.
〇
倉
)
と
「
大
雅
・
韓
変
」

ご
㌣
十
.
S
已
　
の
二
箇
所
の
正
義
に
　
「
服
虔
通
俗
文
日
」
　
と
し
て
明
記
し
て
お
り
、
ま

た
『
脛
典
秤
文
』
も
同
様
。
も
っ
と
も
こ
の
二
例
に
反
切
は
見
え
な
い
。

近
時
発
表
さ
れ
た
清
水
凱
夫
氏
　
「
『
隋
書
』
経
籍
志
の
位
相
と
改
訂
復
元
法
」
　
(
日
本

中
国
拳
骨
報
第
五
十
一
集
一
九
九
九
)
　
は
、
『
隋
志
』
そ
の
も
の
を
検
討
し
た
論
考
で
あ

る
が
、
『
通
俗
文
』
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。




